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 西大井自治会館

　田中　正彦　北村　正夫　

（開会）細田　勝治　議長　　（閉会）伊藤　奈穂子　副議長

（平成３１年度予算審議）田中　正彦　  

（委員会報告）牧野　一仁　清水　豊司　田村　俊二　石井　勲　

　瀬戸　和雄　 曽根田　徹 　清水　亜樹　　

　熊田　和人　 神保　京子 　鈴木　磯美

　田村　俊二

　３０人　(女性５人：男性２５人)

記 録 者

参加人数

Ｑ　「大井町議会だよりNO199」8ぺ-ジ町道391号線道路認定の質疑答弁で地元へ説明した

  　とあるが何時、どこで、どの自治会にどのような内容を説明し、了解されたのか教え

Ａ　幼児教育の無償化が10月から始まる。保育料は無償、給食費は自己負担と聞いている

Ａ　意見としてお聞きしておきたい。耕作放棄地を減らそうとの考えのもと常任委員会で
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  　て欲しい。

 
　  ある。予算がないといわれ改良改善が進まない。農業者が困っている。企画経済常任

　  委員会でも活動の中に取り上げて欲しい。

Ａ　自治会長に話をしたと聞いた。湘光中前から公園前までの道路の改修工事を行うため 

      のように活かしていくのか議会でも考えて欲しい。考え方がまとまった段階で議
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Ｑ　幼稚園、保育園が10月以降どのように変わり、どのような対策を考えているのか。

    像は。実態調査の充実を図って欲しい。

    道路認定し、今年度歩道部分、来年度車道部分を改修すると聞いている。

    が町からはまだ具体的には示されていない状況である。 

 
　  徒の生活習慣や学力調査の実態調査等良い調査項目である。町としての児童・生徒

Ｑ　教育福祉常任委員会調査研究・研究テ-マで学校現場における現状と課題、児童・生

    農業を取り入れ調査研究し提言をしたい。一般会議で意見交換し、実情把握をしてい

   きたい。農道の要望は伝えていきたい。

(意見)「地酒で乾杯条例」が現在どのように活かされているのか。また、この条例をど

Ｑ　町の活性化のうち農業について聞きたい。農道に大型の工作機械が通れない状況があ

      会だより」等で知らせて欲しい。
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        ゆうものを作って欲しいと要望して欲しい。 　　　 

Ａ　町として名産品とし育てた結果である。現在あまり見かけなくなっている。フェイ     

    ジョアが入ったお菓子を食べたがこの味がと判別しがたい感じがした。これに代わる    

    もの等を含め調査研究し提言していきたい。

(意見)・商工会の町おこし商品として開発した。美味しくないという話もあるが、こう        

Ａ　欠食の問題。小学生6.6％　全国5.5％　県5.6％。中学生13.4％　県9.9％全国8％。  　 

    これをみても家庭での課題があるのでは。スマホ4年生で8時間使用10％の実態があり

    問題と考えている。直すべき状態であるので提言をしていきたい。

Ｑ　町の活性化として、フェイジョアを売り出しているがスーパーで見かけない。美味し

    くないから売れないのでは。大井町にあった特産品を研究して欲しい。

　　　・風土にあった名産品の開発を

(事実関係の確認) 　 

　・町からの説明と回答が行われたのかどうか確認をしたい。 　

　・昨年、町(都市整備課、地域振興課)から前年度の自治会長3人で道路のことについて

　　説明を受けた。その際は、どのようになるかとの話はなく、自治会の要望として現

　　状のままにして欲しいと話した。公園内の道路については決まったら話をするとの

　　ことだった。どのようになるのかは聞いていない。

Ｑ　大井町、開成町の人口は同程度である。議員数は、開成町は12人、大井町は14人。小  　

    田原市は19万人議員数27人、平塚市26万人議員数26人である。小田原市と平塚市では     　　

    議員数1名の差である。この議員数の違いは。

　　テーマ　「議員定数と報酬」について

Ａ　議員一人当たりの人口は、大井町1,225名、中井町788名、松田町912名、山北町742     

    名、開成町1,480名である。大井町と山北町は14名。その他の町は12名である。清川村    

    は人口3,000人議員数10名、真鶴町人口7,300人議員数11名である。議長からの諮問で    

    研究していることは議員1人当たりの人口、面積当たりの議員数等、議会費の中の議員    

    費、一般予算に占める議員費等を含め議会の中で議論をしている。議会運営委員会の    

    なかでの議論である。6月定例会前に議長に対し答申したい。議員の報酬は、上郡で    

    は25万円～27万円である。大井町は25万7千円である。下郡では、箱根町は30万6千円    

    で湯河原町は32万円である。議会活動の中で定数が少なくなると委員会活動が    

    難しくなってくる。費用の面、人口の面、議会運営の面、町民の多様な意見の反映の   

    面を含め議論をしている。
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(補足説明(議会事務局長）)

    議員定数は、地方自治法で人口により定数が定められていた。改正により議会が独

    自に定数を定めることができることになっている。

Ｑ　大井町の印象、特徴のない町に感じている。4月28日に行われたイベントでは、同     

    日、ビオトピア、ふれあいの広場の2か所で行っていた。町の姿勢が不明である。教    

    育関係で一番重要なのは、PC、インタ-ネットの教育ではないか。大井町の子どもた    

    ちでNO1になっているところがない。特徴を打ち出すべきである。ひょうたん祭り    

    は、町民が楽しむ祭りになっていないのではないか。

Ａ　テ-マが別になっているので意見としてお聞きしたい。

(意見)　開かれた議会、町民に愛される議会を目指していると理解し、若者が立候補し          

Ａ　町へのものなので議会の中で議論することはない。

        ない点、議員を専業でする場合、今の報酬では難しいのではないか。

Ｑ　広報では提案等気軽にどうぞとしているがなかなか回答が来ない状況がある。基本的 

    には検討したができないという回答が主である。提案意見回答についてホームぺージ

    で回答しているとの回答だった。「議会だよりでは」問・答があり非常にわかりやす

    い。この提案意見について議会内で話し合うことはあるのか。


